
高松市

ネーミングライツ事業の御案内



ネーミングライツとは
・施設の名付け親になり、自社をＰＲすること
・公共施設の運営に寄与することで、地域貢献のＰＲ
にもつながる

企業

命名権料を施設の
管理・運営に充てる

愛称を付けるための権利を売る

愛称を付けるための権利を買う

愛称を付ける

※設置条例等の正式名称はそのままです

市が所有する施設

＊契約期間は２～５年

＊設置することができる
看板製作費・設置費は
企業負担

ネーミングライツ事業とは



高松市総合体育館 高松市西部運動センター

募集中の施設（一例）

・定期的なスポーツ教室
を実施しており、地域
の方が集まる場所と
なっています。

・プロバスケットチーム
「香川ファイブアロー
ズ」のホームアリーナ
になっています。



高松市内の１８８,３９７世帯 すべてに配布！
（令和４年４月１日現在）

メリット① 広告効果

広報高松に掲載できます



CSR（企業の社会的責任）活動の一環として、ネーミングライツ事業

を活用できます

ネーミングライツ命名権者の認知度を高める取組
（市長からの採用決定通知書交付式）

メリット② 地域社会貢献の一助として

四国新聞にも掲載されました！

（Ｒ4.3.30 朝刊）


